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	　皆さん、こんにちは。

　本日はたいへん暑い中を８月期定例教育委員会会議にご出席いただきまして、ありがとうございます。

　さる８月５日に、日田地区教科書採択協議会の会議がありまして、来年度から４年間使用されます小学校用教科書が採択され、臨時教育委員会おいて議決いたしました。
　その後学校教育課より、学力調査結果の報告がありました。

　日田市の学力が着実に向上していることを実感しております。

　いただいておりました資料の「日田市学力向上推進計画書」を先日じっくり、改めて読まさせていただきましたが、学力調査の結果を分析して、課題を見つけ、対策を立て、目標に向かって取り組んでいくという、綿密に立てられた学力向上計画の１つ１つがほんとうに納得のいくものであり、あらためて学力向上していく原点を知りました。
　また、教育委員会の各課におきましても、それぞれの分野で計画的に着実に目標に向かって取り組んでおられると感じております。

　皆様の気持ちを一つにしたその取り組みが日田市の文化を高め、子どもたちの成長を支え、教育力を高めているのは言うまでもございません。

　改めてすべての皆様方のご尽力に感謝申し上げます。

　もうすぐ２学期が始まりますが、皆さん暑さに負けずに健康に気をつけてがんばりましょう。

　以上です。

　それでは、前回の議事録の確認をお願いいたします。

　訂正などございませんか。

　ありませんか。

　なければ、会議後、署名をお願いします。

　次に教育長の報告事項をお願いいたします。

　２１日に市町村教育長協議会が杵築の町で行われました。

　協議内容はいろいろあるんですが、その中で、県の小矢教育長があいさつ中で触れたことをちょっとお話したいと思います。
　１つは、学校の教職員の人事評価制度が今年から本格実施になりまして、評価者研修、つまり校長先生方の研修をし始めますというお話が冒頭にございました。
　その次に、１つは今だにまだこういう状況なのかなあという、病んでいたと言うと失礼ですけれど、学力向上に非常に県の方が取り組んで、結果がまだそんなにでないけれども、非常に大きな変化があると、自分は思っている。ところが、義務教育課にはほんとうにたくさん電話が入ったり、組合の方との交渉の中に出てくる言葉がいまだにこんな言葉があるそうです。

　どういう言葉かといいますと、何で大分県は学力向上を目指すのですか。基礎学力の向上はなぜ取り組まなければならないのですか。こういうふうに言われると、もう言いようがないと。簡単言えばですね。
　もしあなたたちの自分のお子さんが、今のような学力だったらどうするんですか。それをほっとくんですか。というぐらいまで言わないと理解いただけないという、非常に自分としては残念であるというふうな話でした。

　たぶん非常に一生懸命解釈すれば、もう少しはっきりなぜ学力を上げないといけないのかということを県民にわかるようにメッセージを出しなさいと言っているんだろうけれども、こんなことをわざわざ言い換えなくてもあたり前のことじゃないかということで、話は終りました。
　例えばですね、大分県は高校を出ての就職率は９６．４％、統計のとり方によれば９４％ぐらになるそうですが、九州ではトップなんだそうですね。
　ところが、就職もできない、もちろん大学や専門学校に行くわけでもない、そういう子どもたちが人数でいうと１７４名、大分県ではいるんです。
　１７４名の子どもたちは、１度も試験を受けないまんまの子どももいる。簡単に言えば受けさせられない。受けてもどうしようもないだろうという子どもたちも高校卒業で生まれてきています。

　そういう子どもたちのもし父親・母親だったらどう思うだろうかということをやっぱり考えていただきたいというふうにおっしゃっておられたようです。

　それからもう１つの方は、とてもいい話がありまして、今年から教育奨励賞、学校の先生じゃなくて、学校にどれだけボランティアで入ったり、学校の育友会だとか、子どもたちが取り組みしている中で、とてもいいなあと思う人たちを表彰したんだそうです。６０組。

　その中には、ペットボトルのキャップを集めてベルトを送ったり、俳句の勉強を随分長い間、おじいちゃんが学校に来て教えられたり、中には中学校の先生が小学校の子どもたちを集めて、ボランティアで教えたりする先生がいる。
　それから、日田市の場合は、高瀬の杉の子パトロールが表彰されたんですが、そういう形で安全を守ってくださっている方々がいる。そういう方々のおかげで、学校が今、成立しているということを先生方にお話していただきたいというふうに言っておられました。
　先日の教育長協議会の中でいろんな話が出てきたんですけれども、今言った、学力調査の結果を受けて、県が取り組む中で、何で基礎学力を上げんとわりんかという、ほんとうにそう思うのかと、皆さんそう思っていました。ある意味非常に残念ですし、こういう先生方をいないようにしないと、ちょっとまずいなと思っております。
　最後に、先日、求来里でおばあちゃんのトラックに乗っていて、落ちて大怪我をした子どもの件ですが、なんとか回復したそうです。後で、学校教育課長から報告させます。

　以上でございます。

　はい、ありがとうございました。

　只今の教育長の報告事項について、ご意見ございませんか。
　もう一度確認しますけど、学力をなぜ上げなくちゃいけないのかというのは、先生が言われたのですか。
　そうです。組合の代表とかから、義務教育課に電話がかかってくるそうです。
　日田にはそういった先生はいませんよね。
　私はいないと思います。
　組合ですから、いわゆる、自分の本音と違うことを言っているのかなあと思いますし、もっと本当はなんで学力を上げなければいけないのかということがみんなに届いていない。もっとしゃんと言うてくれと。非常に良い解釈をすればですよ。そういうふうに思っております。
　他にございませんか。
　それでは、議事に入ります。
　議案第61号、平成22年度日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費について、教育総務課お願いします。
　会議議案集の１ページ、それから右肩に別冊資料１と書いております資料をご覧ください。
　議案第61号、平成22年度日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費についてでございます。

　予算書の明細書の２ページをお願いします。
　今回の教育費予算額の補正額は、総額で２億４，７５９万円でございます。
　補正後の教育費は、３６億８，０６７万３千円となっております。
　主な補正といたしましては、４点ほどございます。

　まず１点目は、来年の４月に静修小学校と夜明小学校が、夜明小学校の位置で統合しますことから、小中学校教育環境整備事業といたしまして、スクールバスが今回４台ほど必要となります。そのために、その駐車場所といたしまして、また、児童の乗降場所といたしまして、国道に面した夜明小学校の入口の土地購入費等の費用として、８９８万円を補正するものでございます。

　２点目といたしましては、２ページいちばん下にありますが、小学校中学校併せてですが、就学援助費といたしまして、今回、クラブ活動費、生徒会費、ＰＴＡ会費が補助対象となりましたので、準要保護児童生徒につきましても、４月に遡って必要な額を支給するもので、小中学校併せてまして、１，１８７万８千円を補正するものでございます。
　次に３点目といたしまして、４ページの中ほどにあります、地区公民館管理費でございます。
　今回、桂林公民館を建設することになりましたので、その建設費用等といたしまして、１億１，２０７万５千円を補正するものでございます。

　４点目といたしましては、５ページの中ほどにあります、体育施設費、アスベストの関係でございます。Ｂ＆Ｇ大山海洋センターの体育館の天井部分のアスベスト除去費用といたしまして、２，６３４万５千円を補正するものでございます。
　主なものといたしましては、以上のような４点でございます。詳細につきましては、書記の方から説明いたさせますので、よろしくお願いいたします。

　別冊資料１及び資料により説明。

　はい、ありがとうございました。
　只今の議案第61号、平成22年度日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費について、ご意見・ご質問ございませんか。
　４ページの地区公民館管理費の桂林公民館建設費として、１億１，２０７千円程ありますが、当初予算ではこれはなかったと思いますが。
　実施設計を本年４月からやりまして、咸宜・小野公民館は大体１億２～３千円で建てておりますけど、実施設計をいたしませんと、はっきりとした建築費用が出ません。
　当初、２２年度に実施設計を行って、２３年度に建設する予定にしておりましたが、８月までに実施設計が終了し実際の建設費用が出たことと、早めに建設した方がよいということで、９月補正でお願いしており、継続費で来年５月に完成予定としております。

　当初、実際の建設費用が出ておりませんでしたので、建設費用が９月補正となりました。
　はい、わかりました。
　他にございませんか。
　質問ではないのですが、特に答えを求めるものではないのですが、いつもこういう予算書を見せていただきますと、委託料、設計料、工事費、備品費などの全てが、高く感じます。
　なにも民間のように、ギリギリに業者と駆け引きして安くしろとは言いませんが、もちろん入札が行われているのはわかっているのですが、やはり血税でございますので、努力してもう少し安くできる所はやすくして、業者によってはこれくらいとってもいいだろうとか、無駄に見えるような所を感じる所があります。

　具体的にどうこうと言うことではないのですが、チェック機能を含めて、絞り込める所は絞り込めるようにしていただきたいと思います。
　意見だけですいません。
　他に何かございませんか。
　確認なんですけど、明細の６ページで、共同調理場の委託費ですが、４５万２千円の補正が出ていますけど、これは追加の分なのですか。どこの調理場がどのくらいかかるのですか。
　振興局管内の共同調理場等ですが、本来であれば、調理器具等の点検や保守をしなければならなかったのですが、それをしていなかったということで、１つの調理器具が故障したときに、ついでに他の機具等を見てもらうというような形での対応であったことから、この前の異物混入の例がありましたので、確実に業者に点検してもらう形で、実際には流用対応で８月の夏休み中に実施しております。
　今まではきちっと対応していなかったということで、今回、そして来年度以降も業者による点検をしていくことにしています。
　これからは、機械の専門家が保守点検を毎月、或いは半年に１回、年１回にする予算だと思いますが、そうすると責任は全部持ってもらうわけですか。

　今回実施するのは１年１回、外注ということで、今までしていなかったのですから、今年度実施するということです。
　年１回ですか。

　はい。今までしていませんでしたから、業者が来た時にちょっと見てもらうという形での点検であったものを、実際に点検してもらい機器の消耗度等を調べてもらい、早期に状況を把握できるように対応するための保守点検です。
　その業者は１つですか。点検そのものは大賛成なのですが、全部を１つの業者するのですか。

　それぞれの調理場で調理器具を納入した業者が違いますし、納入した業者でないと保守点検はわかりにくいということで、調理器具を納入した業者に保守点検をお願いするという形をとっています。
　はい、わかりました。
　実際に調理場を使っている調理師さんと業者の方が互いに気をつけて、使っている人が機械の状態がいちばんわかっていると思いますので、よろしくお願いします。
　包丁やフードカッター等の小さい調理機器につきましては、個別に点検簿を作成して、毎日、調理員さんや栄養士さんに点検をお願いしております。
　食缶のシールが２９万円の費用をかけて張り替えますけれど、それは熱に強くて剥げないためにすると聞いていますが、食缶そのものは何年間で替えるのですか。
　食缶については、１０年から１５年間ぐらいは使えるものと考えておりますが、ぶつけたりして凹んだり、曲がったたり、ふたが閉まらなくなったりして、使えなくなった状況になった場合は、その都度、更新という形で、そのものだけ新しいものに交換してやっております。
　なんでこういうことを聞くかといったら、バケツのように引っ掛ける所があれば、いくらシールが剥れなくても、溶接している部分が取れたりしたら、やけどとかするおそれがあるから、ちょっとお聞きしたところでした。

　地区公民館の建設事業の中で、林業再生県産材利用促進事業費補助金がありますが、県産材ということですけど、是非、できるだけ日田の業者の方が恩恵を受けるようお願いします。
　県の指定で木材を使うということで、桂林公民館にはできるだけ日田産材を使うことにしておりますので、入札等にも日田産材を使ってくださいという指示をしていきたいと思っています。
　よろしくお願いいたします。
　鯛生スポーツセンターに２機の冷凍庫があるそうですけれど、２機とも十分に活用されていますか。

　夏場の１日の利用者が多い時で３００人の合宿等がありまして、夏合宿は７月から８月にかけて連日ございます。
　ですから、２機ともフルにあてにしないことには、対応ができない状況でありますので、この前たまたま平日にセンター行ったときに聞いた時は、今日は２００人、明日は３００人と言っておりました。
　そういう形で、夏合宿等で県内外から高校生や中学生が利用しております。

　はい、わかりました。冷蔵庫はありますか。
　冷蔵庫もありますが、実際的に頻繁に毎日毎日食材を調達すると、なかなか献立あたりが難しい面がありますので、冷凍庫で食材を保存するという形をとっています。
　それでは、冷蔵庫も活用しているわけですね。
　他にございませんか。
（はい、という声あり）

　それでは、只今の議案第61号、平成22年度日田市一般会計歳入歳出補正予算教育費について、原案のとおり可決いたします。
　議案第62号、旧日田市立伏木小学校建物及び用地の変更について、教育総務課お願いします。
　議案集の２ページをお願いいたします。

　議案第62号、旧日田市立伏木小学校建物及び用地の変更についてでございます。
　旧伏木小学校につきましては、平成18年に閉校いたしまして、閉校後、教育委員会の方で管理を行ってまいりました。

　この度、学校跡地の利用の所管課であります、地域振興課の方で地元と協議した結果、多目的交流施設として地元の方が利用するということが決定しましたので、学校用地の土地・校舎について地域振興課の方へ所管替えをするものでございます。

　２ページから５ページかけまして、各地番等がございます。

　６ページをご覧いただきたいのですが、そこにあります校用地の内、赤色の部分につきまして、地域振興課の方へ所管替えをいたしまして、多目的交流施設として利用していこうというものでございます。
　緑色の部分につきましては、現在市道となっておりまして、市道として現在使われておりますが、教育委員会の所管のままとなっておりましたので、この機会に併せて、土木課の方へ所管替えをするということでございます。
　以上でございます。
　はい、ありがとうございます。
　只今の議案第62号、旧日田市立伏木小学校建物及び用地の変更について、ご意見ございませんか。
　これは、誰か使う予定があるんですか。何かに利用するとか。

　地元の方々と協議してきた中で、地元の方々が社会体育施設として、体育館のようなものを建設いたしまして、地元の方々が体育館を使って運動をしていただくとか、避難所として活用していただくということです。

　また、現存の校舎につきましては、将来的ではありますが、合宿ができるような形をとって、その体育館を利用していただくとか、いろんな交流の場として活用していこうということで、地元の方々と協議が整っているところでございます。
　校舎と体育館は築何年ですか。
　議案集に載っていましたね。結構古いですね。
　講堂につきましては、かなり古く老朽化しておりますので、取り壊しをして、立て直すと聞いております。

　安全面では大丈夫ですね。

　校舎の耐震診断等については地域振興課の方で行います。

　建築年が昭和５５年となっていますので、やはり耐震診断をしなくてはいけない建物でございます。

　移管してからは、移管した課が全部そういった費用は持つわけですよね。
　はい、そうです。地域振興課が費用を持ちます。

　はい、わかりました。

　だいぶ前になりますが、月出山小学校ですかね木造できれいな学校がありましたよね。羽田小学校でしたかね。今どうなっているんですか。道の駅なんかなっているんですか。

　羽田小学校につきましては、合宿等ができる施設にするように事業を行っています。
　すいません、前、担当をしておりましたので。
　羽田小学校はセミナーハウスということで、大学や高等学校、それから地元の小中学校のお子さんにご利用していただけるように、６０人程度が宿泊できる施設を整備しようという計画を持っております。
　できるだけ、今の木造のよさを残しつつ、法律に適合した宿泊施設にして、近くに総合体育館等がございますので、インターからも車で１５分から２０分ぐらいで行き着く距離にございますから、ＰＲ次第では非常にご利用できる施設なると考えているところでございます。
　月出山の方はご存知ように、多目的交流施設ということで、地元の方がそば打ち体験をしたりして、福岡の方と交流して、使っていただけるようにやっております。これは、宿泊はできない施設となっておりますが。
　柚木小学校は立派な建物ですが、売りに出すということはしないのですか。
　小学校につきましては廃校になったあとに、地域にとって距離が近い施設でございますから、基本的に企業に売り渡したりはしないという方向でいたしております。
　将来的には中学校については、そういったものも場合によっては考えられるかという姿勢で取り組んでおります。

　はい、ありがとうございます。
　他にございませんか。

　それでは、議案第62号、旧日田市立伏木小学校建物及び用地の変更について、原案のとおり議決いたします。
　議案第63号、トップアスリート活動支援交付金交付要綱の制定について、体育保健課お願いします。
　体育保健課でございます。議案集の７ページから８ページをお願いします。
　議案第63号、トップアスリート活動支援交付金交付要綱の制定についてでございます。
　この交付要綱につきましては、日田市から世界で活躍できるスポーツ選手の育成、支援していくために交付金を交付するための要綱を制定するものでございます。
　趣旨につきましては、第１条で、市民に勇気と感動を与え、本市の体育振興に寄与すると認められる日田市在住のトップアスリートに対し、その活動を支援し、及び育成するためにトップアスリート活動支援交付金を交付することについて、日田市補助金等交付規則に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。
　交付対象者といたしましては、第２条で、交付対象者は、市内に住
所を有し、かつ、居住する高校生以上の者（全国大会で活躍し、世界
大会等への出場を目指す者又は出場の可能性のある者に限る。）又は
その者で構成された団体であって、次の各号のいずれかに該当するも
のとする。
・財団法人日本体育協会に加盟する各競技団体から強化指定を受けている者
・過去2年以内に、財団法人日本体育協会に加盟する各競技団体が主催する全国大会で優勝した者
・その他市長が適当と認める者でございます。

　続きまして、交付対象経費及び交付率ですが、第３条で、交付金の
額は、次に掲げる経費の10/10以内（単年度の交付金は高校生30万円、その他の者及び団体は100万円を限度）とする。ただし、市長が特に必要とする場合は、この限りでない。
　１点目が全国大会又は世界大会等に出場する経費、２点目が財団法人日本体育協会に加盟する各競技団体が主催する強化合宿に参加する経費、最後にその他活動に必要な経費といたしております。
　交付金の交付申請の時期といたしましては、第４条で、交付金の交
付申請の時期は、交付を受けようとする年度内とするといたしており

ます。
　委任といたしまして、第５条で、この要綱に定めるもののほか、必
要な事項は、市長が別に定めるといたしております。

　制定の理由といたしまして、全国大会で活躍し、世界大会等への出場を目指す者に対し支援を行うために、所要の措置を講じるものでございます。

　以上でございます。
　はい、ありがとうございます。
　議案第63号、トップアスリート活動支援交付金交付要綱の制定について、ご意見・ご質問はございませんか。
　先ほどの勉強会で質問したんですが、交付対象者が非常に厳しい、一文にあるように、全国大会で優勝したものとか、非常にハードルが高いような気がするんですが、交付対象がいなくて、予算消化ができない場合は予算的な流れはどのようになるのですか。
　全国大会等に出場するときには、スポーツ激励金という制度がございます。
　このトップアスリート活動支援交付金は、世界で活躍する市内在住の選手を支援・育成するための制度でございまして、そういう選手をひとりでも市内に残し、その選手を目標にしてもらいたいということで交付要綱を制定し、基金があれば、こちらから、市内に残って世界大会に行くためや全国大会に出場する時の多額な費用に対して支援ができます。
　だいたいわかりました。

　これは、基金を取り崩して費用に充てるということですから、もし交付実績がなければ、貯金がそのまま貯金として残るということでございます。
　無理してそれに当てるという考えはございません。
　今の時点でこの条件に合う選手の方はいますか。

　ボートの赤尾知美さんが実際には強化選手で全国、世界で活躍していますし、あと高校生が伸びてくれればいいかなと思っております。

　たくさんの方々が全国大会や世界大会の出られるようになればいいですけど。
　只今の議案第63号、トップアスリート活動支援交付金交付要綱の制定について、他にご意見・ご質問はございませんか。
（はい、という声あり）
　それでは原案のとおり議決いたします。
　次に報告事項に移ります。
　寄附採納報告、７月採納分お願いします。
　議案集の９ページをお願いします。
　平成２２年７月期寄附採納分でございます。

　２件ございまして、１件目は香典返しといたしまして、静修小学校へ辞典５５冊、内訳としまして、和英辞典８冊、漢字辞典２０冊、国語辞典２７冊、約１０万円相当の寄附をいただきました。

　次に地区寄附といたしまして、南部中学校へタオル８０枚を寄附としていただきました。

　以上でございます。

　はい、ありがとうございます。

　只今の件について何かございませんか。

　学校へ現金の寄附の場合は教育委員会に入るわけですか。

　現金の寄附を受けた学校から教育総務課へ現金を持って来てもらい、寄附金の歳入として受け入れ、今回の補正でありますように、寄附をいただいた額分を各学校の配分予算の消耗品や備品購入費の増補正し、各学校の裁量で書籍や備品を購入します。
　現物については、各学校で受け取るという形ですか。
　はい、そうです。

　この方は、たくさん寄附をいただいておりますが、学校関係者ですか。
　すいません。そこまで把握しておりません。
　先日ですかね、学校の女の先生が亡くなって、３５万円の寄附をいただきましたが、現役の先生が亡くなった場合は教育委員会としては何かなさっているのですか。
　花輪をあげるとかそういった規則のようなものはあるんですか。

　葬儀や初盆のときに教育長と私がお参りさせていただきました。

　他にご質問はございませんか。
　それでは、その他に移ります。
　先ほどの教育長報告事項の中にありました、求来里の事故の件でございます。
　事故が起きたのは８月５日木曜日の１７時３０分ごろで、当然でありますが学校管理下ではございません。
　祖母の運転する軽トラックの荷台に姉とふたりで乗っていて、何らかの原因で落下したということです。
　かなりの大怪我でございまして、救急車が着たんですが、日田の病院では対処できないということで、ドクターヘリで久留米の救急救命センターへ搬送されました。
　非常に危ない状況で、具体的には、くも膜下出血を起こしており、肺に血液が逆流して肺炎を起こしおり、顎の辺りもちょっと砕けた状態だったそうです。
　当然、意識不明の重篤な状態ということで報告を受けておりまして、意識が戻ってから治療方針について決めて行くというのが当初の報告でございました。
　昨日学校長に確認したんですが、８月１３日に意識が戻り、現在、脳外科病棟のＩＣＵに入院中であるということです。
　３箇所の大きな怪我がありまして、１箇所は脳でくも膜下出血を起こしている、次に歯、永久歯が全部折れている、肺が肺炎を起こしているという状態で、意識が戻っているので、上から順に治療を行っていく方針であるという報告を受けているところです。

　８月２２日の校内美化作業の日に母親が学校にお見えになったので、母親から話を聞くと、ＩＣＵの中でテレビゲームができる状態になっているということです。

　医師の方もぼっーとしているよりも、脳を活性化・刺激するためにはゲームをやりなさいということで、ゲームをさせているとのことです。

　回復の途上にあるというふうに考えております。

　以上でございます。

　他にございませんか。

　ＡＬＴの方の採用方法と日本に来て教え始めた後の評価、人ですから順調な方とそうでない方がいると思いますが、その評価をどうしているか伺いたいですが。

　ＡＬＴの採用については、ＪＥＴプログラムというのがありまして、全国的規模からの組織からの紹介を受けております。
　次に評価ですが、本年度から１名増やしまして５名の配置をいただいておるわけでございますが、継続が２名で新規者が３名となっています。

　継続の２名については学校からの評価は非常に高く、また、本年１年限りで帰国した男性２名についても良い評価を受けていた状況でございます。

　当然のことながら、来日してから勤務態度や業務内容についてオリエンテーション中で指導をいたしますし、気づいたことがあれば、折に触れて指導を行っているところでございます。
　私が教育委員会に配属されてから、素行が危ないＡＬＴは今のところ記憶はございません。
　何かございましたら、ご指導をいただきたいと思います。
　子どもたちの語学力の向上のつながりについては、実際学校現場にいる先生方はご覧になられてどのような感じなんですかね。
　小学校では指導要領改訂で、本格的には来年度から始まりますけど、実際前倒しでやっております外国語活動、３，４年生で総合的な学習で国際交流、低学年の１，２年生については教科がございませんから枠外ということでやっております。
　実際の日本人が行うよりも、ネイティブな発音になりますし、日本語のコミュニケーションができないから、身振り手振りでやったりする。こういうことは子どもたちの方が慣れが早く、やはり本物に触れるということは、日本人がいかに唾を飛ばしてやってもかなわないものがあります。
　回数に比例して慣れていくのではないかなと思っています。
　一方中学校においては、今夏休み中ではありますが、弁論大会での現行の作成とかで、今実際に使われている表現を用いた原稿の作成の指導などしてもらっていますし、企画課国際交流係とタイアップして、国際交流員と一緒に中学生を対象とした登山のプログロムとか行い、日本人スタッフはちょっと引いてて、内のＡＬＴと国際交流員と一緒に登山するといったような交流をいたしておりますし、参加した生徒からの評価も高いし、効果はそれなりに上がっていると思っています。

　先だって教科書採択協議会会議がありまして、来年度も中学校の教科書の改訂がありますので、反省などありましたら、しておきたいと思いますが、河津委員いかがですか。
　今回の小学校の教科書の改訂は１１科目ありました。
　先生方は１つの教科について検討すればいいんですが、我々はすべての教科について検討しなければならないので、こんなことはできるわけがないという感じがしました。

　名前のとおり、選定委員会の中で選定する訳ですから、来年度は選定委員会で２，３つの候補を絞っていただくことが選定委員会の仕事であって、それを採択するのが採択委員会の仕事であるので、全ての教科書を読んで検討してくださいという形はできない。そのあたりを徹底してほしい。
　私もそう思います。
　いろいろ読んだら、重なるものがあって、ごっちゃになり、わからなくなりました。
　選定する所にいよいよどちらかを選ぶ時は実際に本を見てみたいですね。数が多いので分かりませんので。

　この前ように用意していただいたんですけど、来年も是非用意していただきたいと思います。
　５冊あったらそれから教科書を選ぶ、能力は私たちにはないと思います。
　２，３冊だったら、子ども気持ちになってとか、教える立場になってとかして選べると思うが、それでも、先生によってはこっちと思う先生と、こういうところまで意識やレベルを上げた方がいいんじゃなかという先生の意見もあるし、それを聞いた上で読み直すと採択委員会で少しは意見が出るとは思いますが。
　選定会議の結果をある程度、前に知らせていただきたい。
　１週間前ぐらいにお知らせいただくといいと思う。秘密は必ず守りますから。
　貴重なご意見ありがとうございました。来年に是非、活かしていきたいと思っております。ありがとうございました。
　

　国語の場合、今よりもちょっと難しい本を使いたいということがありましたけど、そういった難しい本でやってみたいという、先生のやる気をくじかないように、いい所は何か利用できませんか、他の教科書は。
　教師の間では、教える内容といたしまして、教科書を教えるのではなく、教科書で教えるという合言葉があり、教科書はツールであり、教師は教科書に精通しなければいけない。
　そのためには、今採択されている、例えばＡ社の教科書だけではなく、この分数の割り算を子どもたちに教えるためには、Ａ社はこういうやり方をやっているんだけれども、Ｂ社、Ｃ社はどうしているだろうか、当然これは具材研究ですので、こういうことは校内研究でやっておりまして、これは時間の関係で全部が全部できません。ただし、ここぞという時には、そういったことは当然やっておりますので、そういったやり方についても紹介をしながら、まさに、国語の教科につきましては、委員さん方のお考えと気持ちと選定委員の先生方の考えが合致しておりまして、私も感服したところでございますけれども、その辺のところについては、教育現場に学校長を通してお知らせをしたいというふうに考えております。
　よろしくお願いします。
　反省点は以上でよろしいですね。来年度はよりいいものにしたいと思います
　その他で、９月の定例教育委員会会議の日程についてお願いします。
　次回定例教育委員会会議につきましては、９月２９日水曜日の午後３時から予定をいたしております。

　９月２９日水曜日ですね、宜しいでしょうか。
　それでは、来月は９月２９日水曜日によろしくお願いいたします。

　他にはございませんか。

　この前、博物館に何十年振りぐらいに行ってきましたけど、正直ちょっとですね、これだけ小学校や公民館を建てるんですから、博物館も教育委員会から強引に言って、補正予算でやって立て直しましょうよ。
　協議は始まっているんですかね、今。

　基本構想のたたき台を作っているところでございます。

　なんとかよろしくがんばってください。

　私も行って感じました。

　今は古いからですね、できるまでの間、隣のパトリアを利用してできることがあるのではないですか。

　７月３日から８月１日まで企画展をやったんですけど、その時にやはり、８月にまた夏休みの小学生関係の行事がかなり入っていたので、２階の展示会場が使えないものですから、早めに１ヶ月切り替えたんですけど、来年もし企画展等を考える場合には、できるだけ長い期間見ていただき、教室関係を逆にパトリア等の利用を考えるべきではないかなと思っています。
　利用できるものは利用して、また新しい博物館としてやっていただきたいと思います。

　他にございませんか。

　それでは、本日の会議を終了いたします。

　皆さんお疲れ様でした。
午後４時22分終了
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